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これまで鹿児島以南の南西諸島，および台湾か
ら知られていた．成虫はハドノキ，ヤナギイチゴ
など木本のイラクサ科から得られているが（Kojima 
& Lyal, 2002），神津島ではラセイタソウから得られ
た．ラセイタソウは島内各所に見られるが，本種
は極めて局所的で海際の断崖下に生えるラセイタ
ソウの数株でしか見られず（Figs. 1, 2），丹念に調
査したが，時期的なものか個体数は極めて少なかっ
た．

7. ワシバナヒメキクイゾウムシPhloeophagosoma 

curvirostre Wollaston, 1873
1 ex., 秩父山，19−IX−2011．
伊豆諸島ではこれまで三宅島，八丈島，青ヶ島

から記録がある．
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Figs. 1–2. Habitat of Abrimodes esakii on Kôzushima Is. —— 1, Near the entrance of Kurone Tunnel (Akasaki side); 2, Meishi-kaigan 
(white triangular mark shows the place where the weevils were found on Boehmeria biloba). 

【短報】東京都におけるノコヒゲフトコメツキダマ
シの記録

ノコヒゲフトコメツキダマシ Otho spondyloides 
(Germar, 1818) は，日本では北海道と本州から分布
の知られるコメツキダマシである．

黒沢（1963）や久松（1985）で図示され，顕著
な種であるにもかかわらず，採集記録は散発的で
少なく，全国的にも珍しい種と思われる．関東地
方においては，神奈川県（平野 , 2004, 2007），栃木
県（森島 , 2003），茨城県（公文・公文 , 2009）の
山地帯から記録がある．

東京都の奥多摩地域からも，以下のように採集
されているので報告する．

1♂, 東京都西多摩郡奥多摩町日原川本谷 , 11. VIII. 
2002, 川田一之採集・鈴木　亙保管 ; 1♀, 東京都西
多摩郡奥多摩町日原一石山～人形山 , 9. VII. 2011, 
筆者採集・保管．

本種は，ヨーロッ
パからシベリアにも
広く生息することが
知られ，タイプ産地
はイギリス南西部の
Curland である．日本
産の個体群について
は，これまで図示さ
れてきた大陸産の個
体群（Mertlik, 2008 な
ど）とは，雌雄とも
に触角の形状などに
差異が認められる．

本稿を草するにあ
たり，種々ご教示を
くださり，データの
公表を快く託された
鈴木　亙氏（東京都）に心よりお礼申し上げる．

図1．ノコヒゲフトコメツキダ
マシ（♀：奥多摩町産）．
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【短報】神奈川県相模原市緑区で多数採集したオス
グロオオハナノミの採集状況と色彩変異

オ オ ハ ナ ノ ミ 科 の オ ス グ ロ オ オ ハ ナ ノ ミ
Macrosiagon pusilla (Gerstaecker, 1855) はアジアに広
く分布し（Batelka, 2008），幼虫はハチ類の巣に寄
生すると推測されているが，寄主は明らかになっ
ていないようである．また，体長は 4 ～ 12 mm と
個体変異の幅が大きい．雌雄は触角の形状のほか，
色彩も一見して異なり，雄では腹部（第 1 節前半
を除いて赤褐色）以外は黒色であるが，雌では前
胸と腹部が赤褐色を呈するなど赤化傾向が強い．
しかし色彩も変異が多く，ときに雌でも雄の色彩
を示すとされる（畑山 , 1985）．

筆者らは，以下のように神奈川県相模原市にて
本種を多数採集しているので，そのときの状況を
ここに記すとともに，色彩（雌雄における差は軽
微で雌も雄のそれに近い）についても書き留めて
おきたい．

7♂♂, 3♀♀，神奈川県相模原市緑区（旧津久井郡
藤野町）名倉葛原神社，8. VI. 2011，露木採集・神
奈川県立生命の星・地球博物館保管；14♂♂, 2♀♀，
同，小畑採集・保管．

当日 12 時過ぎに，筆者らの一人小畑が同神社前
の草地を見歩いていたところ，草丈 30 cm ほどの
単子葉植物の葉先に静止している本種を見出し，
数頭を採集した．その後その付近を精査したとこ
ろ，同様な状態のものやイタドリなどの葉裏に静

止している多数の個体を発見し，採集することが
できた．なお天候は無風に近く，日射しもあった
と記憶している．

上記の個体は，雄で体長（上翅端まで）4.9 ～ 7.0 
mm，雌で 5.3 ～ 6.5 mm と小さい．雄は基本的に
腹部第 1 節後端～末端節，口器，触角第 1，2 節，
脛節端刺，爪が明褐色～赤褐色である以外はほと
んど黒色だが，腹部は全体が黒色のものが 1 個体，
黒化傾向のいちじるしいもの数個体あり，また触
角第 1，2 節は多少とも黒化するものも多い．雌も
黒色，全体に雄の色彩に近いが，前胸背はかすか
に赤色を帯び，また 2 個体で基部，5 個体すべてで
側面下縁部が多少とも強く赤褐色がかること，上
翅は 1 個体でやや赤褐色がかる点で異なり，腹部
は全体が黒色のもの，各節端が暗褐色を帯びるも
の，2 ～ 4 節が明褐色で各中央と側部に黒色紋をも
つもの，側部の大部分と第 3 節端が赤褐色，全体
の大部分が赤褐色のものと，5 個体がそれぞれに色
彩を違えていた．いずれにしても，雌は 5 個体と
も雄の色彩に近いわけで，この点きわめて興味深
い．

末尾ながら，神奈川県立生命の星・地球博物館
の高桑正敏氏には本稿作成に協力いただいた．記
して感謝したい．
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